
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
 
 
 

２･３月には，古文書講座が開催され，多くの方々にご聴講いただき，市民の皆様の関心の深さが伝わり

ました。今年度も，皆様のご要望にお応えできるような講座を開催していきたいと思います。 

芦城公園では雪洞が飾られ，桜の便りが楽しみになりました。４月に入り，春の暖かさも感じられるよう

になり，一年で一番美しいこの時期に，ぜひお花見に出掛けてみてはいかがでしょうか。春の気配が一杯，

感じられるこの頃です。 

第２０5 号 

平成 28 年 4 月 1 日 

小松市史編纂事務局 

へんさんだより 

「家柄町人 武蔵庄兵衛」  ２月２７日 

「村の諸相」          ３月 ６日  参加人数延176名 

「粟津温泉の様子」      ３月１３日 

「家柄町人武蔵庄兵衛」（2月 27 日） 

近世の頃の町政は，武士では町奉行が，町人では町年寄が最高責任者となって

町会所にて掌っていた。この町年寄の配下に，散算用聞(ﾁﾘｻﾝﾖｳｷｷ)があり，今で

いう収入役的存在で，今回の文書に出てくる｢武蔵家｣は，その役職に就く家柄で

あった。今回，この武蔵家の由緒書きを読み解きながら，役職を持つ町人たちを

指す｢家柄町人｣についても解説していただいた。 

家柄町人…上層の財産を持つ裕福な町人。代々，町年寄，散算用聞などの役職

に就く。金沢では 15 軒から 18軒あり。藩主の御用も務め，お目見えできた。 

古文書講座  講師：袖吉正樹金沢市立玉川図書館担当館長補佐 

講師：袖吉正樹氏 

会場：小松市芦城センター 

「村の諸相」（3月 6日） 

近世の村人が，日常どのような生活をしていたか，その手がかりになる史料はほとんど残っていない。僅かに

残る史料は，藩へ差し出す要望書や物の売買，争い事を解決するために出された誓約書的な文書ぐらいで，その

中味からかろうじて，村の諸相を推察する。この文書を今回５件紐解いた。土地売買，養子縁組などに関する文

書から村の諸相の一端にふれることができた。 

「粟津温泉の様子」（3月 13 日） 

 地元，粟津温泉の法師旅館に伝わる古文書を読み

解いた。今江村十村が郡奉行に，粟津温泉の様子を

報告した文書からは当時の温泉風景が垣間見れる。

また，温泉入湯の心得を 21 ヶ条にまとめた史料は

法師旅館のみに残り，いろいろ禁止事が記載され，

当時の入湯マナーの厳しさが読み取れた。 

 古文書は少しずつ継続して慣れることが一番!! 



12 月まで，特別価格(3,800 円)にて，『新修 小松

市史 美術工芸編』を販売しております。お求めの

方は，市史編纂事務局まで，直接お越し下さい。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜事務局３月の活動状況＞ 

・ ３月 ３日(日) 渡部家文書(建築図面)調査 

・ ３月 ６日(日) 古文書講座 

・ ３月８･９･15 日  近世村方編掲載資料撮影 

・ ３月 13 日(日) 古文書講座 

・ ３月 23 日(水) 教育部会 

・ ３月 24 日(木) 教育関係資料撮影 

・ ３月 30 日(水) 東京大学経済学図書館調査 

アンケート結果 (２月 27 日，３月６･13 日合計) 

☆ 講座はいかがでしたか？ 

・勉強になった   59 人 

・ほぼ理解できた  49 人 

 ・分かりやすかった 46 人 

 

☆ どんな古文書を学びたいですか？ 

 ・近世文書     29 人 

 ・中世文書     19 人 

 ・手紙文      19 人 

 ・御用留       7 人 

 ・日記 

・前田利常に関する文書 

 ・寺社関係の文書 

 ・秀吉時代の手紙文 

 ・地元の文書，旧家の文書…石黒家文書 

 ・地元未公開史料の発掘と紹介 

 ・北前船関係の文書 

 ・芳春院まつの書状 

 

☆古文書から何を学びたいですか？ 

・くずし字を学びたい  38 人 

・変体仮名を知りたい  21 人 

 ・その時代の実情，様子 12 人 

 ・古文書に親しむ習慣をつけたい 

・江戸期の武士や庶民の趣味について知りたい 

 ・古文書からわかる歴史的事実 

 ・当時の人々がどの様に考え，生活していたか 

 

【ご要望・ご希望】 

・月一度の講習 

・毎週のペースで 2 ヶ月集中型 

・小松市外にも掲示物等で日程が知れたらよい 

・加賀地方，特に小松の文書を取り上げてほしい 

・市史講座では，｢鶴村日記と小松｣を開催希望 

・1300 年祭にちなんだ特集講座 

 

【『新修 小松市史』へのご意見・ご要望】 

・なるべく平易に理解できるような市史を希望 

・今までのものは時々利用させてもらっている 

・完売の巻を再度発刊してほしい 

・DVD はテレビでも視聴したい 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL  http://www.city.komatsu.lg.jp/shishihensan/index.html 
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＜４月のカレンダー＞ 

は小松市史編纂事務局が閉室しています。 

小松市史編纂事務局（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 ・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

『美術工芸編』販売中 
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